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龍郷ふるさと祭

まちの話題

お知らせほか

玉黄金

８月号の主な内容

　7月 24 日に第 24 回龍郷ふるさと祭が盛大

に開催されました。今年は天候にも恵まれ舟

こぎ大会や芸能笑（ショー）などすべてのプ

ログラムを実施、多くの来場者でにぎわいま

した。

活気あふれる龍郷町の夏
（龍郷ふるさと祭）
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昼
の
部
は
、
玉
里
漁
港
内
で
「
舟
こ
ぎ

競
争
」
が
あ
り
ま
し
た
。
レ
ー
ス
開
始
前

は
風
も
無
く
穏
や
か
な
天
気
で
し
た
が

徐
々
に
風
が
吹
き
始
め
ま
し
た
。
選
手
た

ち
は
向
い
風
を
も
の
と
も
せ
ず
力
強
く
前

進
。
男
子
は
嘉
渡
連
合
会
、
女
子
は
あ
い

か
な
、
小
学
生
は
龍
郷
７
ス
タ
ー
ズ
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　

男
子
34
、
女
子
16
、
小
学
生
４
チ
ー
ム

が
出
場
。
各
レ
ー
ス
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
を
か
け
て
激
し
い
レ
ー
ス
展
開
も

あ
っ
た
一
方
、
潮
に
舵
を
取
ら
れ
他
の
舟

に
衝
突
寸
前
や
迷
走
す
る
チ
ー
ム
も
あ

り
、
会
場
に
は
歓
声
と
笑
い
声
が
響
き
ま

し
た
。

舟
こ
ぎ
競
争

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。

【
男
子
の
部
】　　
　
　
　

 

優
勝  

嘉
渡
連
合
会　

 

２
位  

芦
徳
青
壮
年
団
Ａ

３
位  

赤
尾
木
壮
年
団

４
位  

龍
郷
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

【
女
子
の
部
】

優
勝  

あ
い
か
な

２
位  

赤
尾
木
婦
人
会
A

３
位  

マ
ヒ
マ
ヒ

４
位  

芦
徳
女
性
会

２
分
09
秒
05

２
分
11
秒
22

２
分
12
秒
48

２
分
14
秒
62

２
分
21
秒
88

２
分
23
秒
91

２
分
26
秒
10

２
分
29
秒
68

嘉渡連合会あいかな龍郷７スターズ

第 24回
龍郷ふるさと祭

　奄美群島で最も早く開催される祭り「第 24 回龍郷ふるさと祭」が行われました。今年は天候に
も恵まれ、晴天の下、舟こぎ競争や芸能大会などが繰り広げられました。会場には町内外から多数
の方が訪れ、龍郷町の〝夏〟を存分に楽しみました。
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芸
能
大
会

　

夜
の
部
は
、
町
中
央
グ
ラ

ウ
ン
ド
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

「
芸
能
大
会
」
を
開
催
。
町

内
保
育
園
児
の
元
気
い
っ
ぱ

い
の
ダ
ン
ス
で
に
ぎ
や
か
に

幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
島
唄
の
ほ
か
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
「
ふ
る
さ
と

素
人
芸
能
笑シ
ョ
ー」
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
恒

例
の
「
八
月
踊
り
」。
安
木

屋
場
集
落
民
が
大
き
な
輪
を

作
り
、
威
勢
の
良
い
男
女
の

掛
け
合
い
と
チ
ヂ
ン
の
音
を

響
か
せ
ま
し
た
。
最
後
は
会

場
一
体
と
な
っ
た
「
六
調
」

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
海

上
か
ら
の
打
ち
上
げ
花
火
。

約
２
千
発
の
大
輪
の
花
が

次
々
と
上
が
り
、
龍
郷
町
の

夜
空
を
色
鮮
や
か
に
染
め
ま

し
た
。



広報たつごう　4

　龍郷町放課後児童クラブ（瀬留学童）の皆さんが、
七夕の設置のため８月８日（旧暦７月６日）に龍郷
町役場へやってきました。立派な竹と手作りの飾り
に役場を訪れ、七夕を見た人びとの顔には笑顔がこ
ぼれていました。この七夕は 8 月 15 日（旧盆迎え）
まで設置されました。また来年も素敵な七夕を期待
しています。

夏の風物詩「七夕」
放課後児童クラブより役場へ

七夕の設置に来た瀬留学童の皆さん

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成28年 7月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

3,005
6,044
2,927
3,117

　+9
   +16
　+4
　+12

▲

　71 回目を迎えた８月 15 日の終戦記念日に、
龍郷町は「平和の塔」前で戦争犠牲者追悼式を執
り行いました。先の大戦で亡くなられた犠牲者を
追悼し、恒久平和への誓いを新たにしました。
　式典には、遺族会や各団体関係者、小中学生ら
が出席。参列者全員で戦没者のめい福を祈り黙と
うを捧げました。

平和への誓い新たに
戦争犠牲者追悼式

平和の塔へ祈る子どもたち

▲

　7 月 21 日に平義隆さんが全国市町村教育委員会
連合会より表彰を受けました。これは 8 年以上市
町村の教育委員として在任された方に贈られるもの
で龍郷町役場教育長室にて平さんに表賞状のほか、
鹿児島県市町村教育委員会連絡協議会より感謝状が
贈られました。

平義隆さん全国市町村教育
委員会連合会より表彰

龍郷町役場教育長室にて

▲
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　8 月 22 日に町田酒造㈱が道路愛護に関する知事
表彰を受賞しました。これは道路愛護に関して功績
のあった個人や民間団体に贈られるもので、同社前
の約 200 ｍの区間に四季の花の植栽などで環境の
美化に貢献したことが評価されました。同社の中村
安久社長は「引き続き観光客や住民に喜んでもらえ
るよう活動に力を入れたい」と語りました。

町田酒造㈱が「道路愛護に関
する知事表彰」を受賞

表彰を受ける中村社長（中央）

▲

　龍郷町ナイターソフトのＡ級決勝戦が 8 月 1
日に行われました。Ａ級初優勝の石屋洋ちゃんず、
閉会式終了後に胴上げなどを行い喜びを分かち合
いました。各級の優勝チームは以下のとおりです。
・Ａ級優勝『石屋洋ちゃんず』
・Ｂ級優勝『荒波スターズ』
・Ｃ級優勝『中勝美衆会』

龍郷町ナイターソフト
Ａ級は石屋洋ちゃんず初優勝

Ａ級初優勝に喜びの胴上げ『石屋洋ちゃんず』

▲

「救急の日」歯救急医療及び救急業務に対する理解を深め、

かつ、救急医療関係者の意識の高揚を図るために定められました。

〒 894-0102 大島郡龍郷町瀬留 988 番地

　大島地区消防組合龍郷消防分署

　龍郷町消防団ファーストレスポンダー隊（ＦＲ )

　ＴＥＬ：0997-62-2611　ＦＡＸ：0997-62-2612
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ら
、
町
内
の
ど
の
場
所
に
お
い
て
も
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
に
つ
い

て
は
、
禁
止
物
件
や
適
用
除
外
広
告
物
、

様
々
な
基
準
、
適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

▼
屋
外
広
告
物
の
管
理
義
務
に
つ
い
て

　

屋
外
広
告
物
の
設
置
者
（
申
請
者
・

管
理
者
）
は
、
適
正
な
管
理
を
行
い
、

常
に
良
好
な
状
態
を
維
持
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
龍
郷
町
に
は
許
可
期
限
切
れ

や
無
許
可
の
屋
外
広
告
物
の
長
期
放

置
、
老
朽
化
に
よ
る
落
下
等
の
可
能
性

が
あ
る
看
板
な
ど
が
多
々
あ
り
、
町
の

景
観
を
損
な
い
、
人
や
車
の
通
行
に
も

危
険
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

設
置
者
は
適
正
な
管
理
を
行
い
、
事

故
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
地
域
整
備
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
２
１

奄
美
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

奄
美
大
島
年
金
事
務
所
で
は
予
約
制

に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
年
金
の
お
受
け
取
り
等
の
手
続
き

が
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ

　

　

 

　

　

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　

９
月
１
日
～
10
日
は
「
屋
外
広
告
物

適
正
化
旬
間
」
で
す
。

▼
屋
外
広
告
物
と
は
？

　

町
で
見
か
け
る
広
告
塔
や
看
板
な
ど

を
「
屋
外
広
告
物
」
と
言
い
ま
す
。
外

広
告
物
は
町
の
雰
囲
気
や
活
気
を
作

り
、
案
内
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
役

立
っ
て
ま
す
。

▼
各
申
請
・
手
続
き
に
つ
い
て

　

屋
外
広
告
物
を
設
置
・
表
示
す
る
に

あ
た
り
各
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
許
可
申
請　

設
置
・
表
示
す
る
事
前

に
申
請
、
町
の
許
可
が
必
要
で
す
。

▼
更
新
申
請　

許
可
書
の
設
置
・
表
示

期
限
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。

▼
除
却
（
滅
失
）
届
出
書　

屋
外
広
告

物
の
設
置
・
表
示
を
や
め
る
、
ま
た
は

更
新
し
な
い
場
合
は
、
除
却
（
滅
失
）

届
出
書
を
町
に
提
出
し
、
許
可
期
間
内

に
設
置
・
表
示
し
て
い
る
屋
外
広
告
物

を
撤
去
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

屋
外
広
告
物
は
道
路
沿
い
や
個
人
の

土
地
な
ど
良
好
な
景
観
の
形
成
や
公
衆

に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
こ
と
か

に
ご
相
談
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是

非
、
予
約
に
よ
る
年
金
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
内
容

・
（
老
齢
・
遺
族
・
障
害
）
年
金
の
請

求
に
関
す
る
こ
と

・
年
金
額
・
支
払
額
の
内
容
に
関
す
る

こ
と

・
年
金
の
見
込
額
（
50
歳
以
上
）

・
年
金
記
録
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
年
金
に
関
す
る
ご
相
談

【
予
約
申
込
方
法
】

▼
年
金
相
談
の
ご
予
約
は
相
談
希
望
日

１
ヶ
月
前
か
ら
お
電
話
又
は
年
金
相
談

窓
口
で
お
受
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

▼
ご
予
約
を
受
付
け
る
際
に
は
「
相
談

者
及
び
配
偶
者
氏
名
」
「
基
礎
年
金
番

号
」
「
電
話
番
号
」
「
相
談
内
容
」
等
に

つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
予
約
時
間
帯
】

▼
平
日　
　
　
　

９
時
～
16
時

▼
毎
週
月
曜
日　

９
時
～
18
時

▼
第
二
土
曜
日　

10
時
～
15
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

奄
美
大
島
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
９
７-

52
‐
４
３
４
１

（
１
番
の
後
に
→
ア
ナ
ウ
ン
ス
後
、
２

番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
電
話
の
受
付
時
間
は
８
時
30
～
17
時

15
分
ま
で
で
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月

３
日
を
除
く
。）

し
お
か
ぜ
市
場
の
お
知
ら
せ

　

鹿
児
島
県
立
大
島
養
護
学
校
高
等
部

は
、
恒
例
の
販
売
会
「
し
お
か
ぜ
市
場
」

を
開
催
し
ま
す
。
販
売
す
る
製
品
は
、

ど
れ
も
高
等
部
の
生
徒
が
作
業
学
習
で

製
作
し
た
も
の
で
す
。
製
品
を
購
入
さ

れ
た
い
方
、
養
護
学
校
の
こ
と
を
知
り

た
い
方
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
大
島

養
護
学
校
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。な
お
、

製
品
に
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
売

り
切
れ
の
場
合
に
は
、
ご
容
赦
く
だ
さ

い
。

▼
開
催
日　

平
成
28
年
９
月
16
日
（
金
）

▼
時
間　
　

10
時
～
11
時

▼
場
所　
　

大
島
養
護
学
校　

体
育
館

▼
販
売
製
品

・
園
芸
班
（
野
菜
、
苗
物
な
ど
）

・
木
工
班
（
木
製
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用
品
、

す
の
こ
棚
、
椅
子
、
雑
貨
な
ど
）

・
窯
業
班
（
皿
、
コ
ッ
プ
、
な
ど
）

・
縫
製
班
（
コ
ー
ス
タ
ー
、袋
物
、ろ
う
花
、

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板
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つ
る
し
飾
り
な
ど
）

・
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
班
（
EM
石
け
ん
、

固
形
石
け
ん
、
入
浴
剤
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

大
島
養
護
学
校

☎
０
９
９
７-

62-

３
０
５
０

農
地
中
間
管
理
事
業

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
県
知
事

か
ら
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
定
を
受

け
た
公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
地
域
振

興
公
社
が
農
地
を
貸
し
た
い
人
か
ら
農

地
を
借
り
受
け
、
農
地
を
借
り
た
い
人

へ
貸
付
を
行
う
事
業
で
す
。
公
的
機
関

を
通
し
て
、
安
心
・
安
全
な
貸
し
借
り

が
行
え
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、
本
年
度

の
公
募
（
農
地
を
貸
し
た
い
方
、
農
地

を
借
り
た
い
方
の
募
集
）
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
Ⅲ
期
（
12
月
貸
出
）

の
公
募
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
公
募
期
間　
　

Ⅲ
期　

９
月
末
ま
で

▼
貸
付
開
始
日　

12
月
１
日
よ
り

　

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
図
り
、
担

い
手
農
家
の
経
営
向
上
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
産
業
振
興
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
４

　

鹿
児
島
県
地
域
振
興
公
社

☎
０
９
９-

２
２
３-

０
２
２
３

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

　
教
育
委
員
会
で
は
文
化
財
資
料
と
し

て
、
以
下
の
民
具
を
探
し
て
い
ま
す
。

１
．
サ
デ
ク
（
戸
口
方
言
で
『
タ
ブ
』）

手
長
エ
ビ
等
を
漁
獲
す
る
た
め
の
民
具
。

網
に
竹
棒
を
つ
け
た
道
具
で
、
人
の
手

で
直
接
す
く
い
取
る
際
に
使
い
ま
す
。

２
．
バ
シ
ャ
ギ
ン
（
芭
蕉
の
繊
維
で
作

ら
れ
た
着
物
）

　

こ
れ
ら
の
民
具
を
お
持
ち
の
方
で
、

龍
郷
町
へ
寄
贈
、
ま
た
は
一
定
期
間
の

寄
託
が
可
能
と
い
う
方
は
龍
郷
町
教
育

委
員
会
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
一
度
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
民
具
は

お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
３
２

（
写
真
：
『
か
ご
し
ま
の
民
具
』
鹿
児

島
民
具
学
会
編
よ
り
）

秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
は
「
秋
の

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
の
実
施
期
間

で
す
。
県
で
は
、
農
作
業
事
故
の
未
然

防
止
を
広
く
県
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。　

  

農
作
業
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
全

国
で
年
間
約
３
５
０
人
で
、
就
業
人
口

10
万
人
あ
た
り
15
人
と
、
建
設
業
の
２

倍
の
多
さ
で
す
。
農
業
で
も「
安
全
第
一
」

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
日
か
ら
始
め
て
み
よ
う
！
「
携
帯

電
話
を
持
ち
歩
く
。」

　

注
意
し
て
作
業
し
て
い
て
も
、
事
故

は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
緊
急
事
態
を

一
刻
も
早
く
伝
え
る
た
め
に
、
ど
ん
な

に
近
く
て
も
携
帯
電
話
は
必
ず
携
帯
し
、

体
か
ら
飛
び
出
な
い
工
夫
と
、
電
話
帳

の
最
初
に
緊
急
連
絡
先
を
登
録
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
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・
西
ヨ
シ
子
さ
ん
（
故
西
秋
輝
さ
ん
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

・
川
口
眞
哉
さ
ん
（
故
川
口
清
子
さ
ん
）

愛
寿
園

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
牧
山
純
宣
さ
ん
（
故
牧
山
秋
央
さ
ん
）

　
　
　

９

月

行

事

予

定

表
　
　
　

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
６
月
届
出
】

高
橋　

潤
じ
ゅ
ん
せ
い

世

【
７
月
届
出
】

岩
崎　

陽ひな
た咲

福
井　

絆ほ
の
か

乃
香

白
内　

凪なぎ

音
野　

丹に
こ杏

　
（
敬
称
略
）

大
勝

　
（
敬
称
略
）

赤
尾
木

大
勝

浦赤
尾
木

保
護
者
名

友
介

保
護
者
名

勇
作

 

優和
人

太
希

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
７
月
届
出
】

  

興  

　
清
治

岩
崎
　
光
和

牧
山
　
秋
央

西
田
　
あ
さ
こ

川
口
　
清
子

（
92
）

（
75
）

（
92
）

（
100
）

（
94
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

浦
（
愛
寿
園
）

秋
名

幾
里

円

香 

典 

返 

し 

お 

礼

９
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

場
所
…
各
集
落
公
民
館
な
ど

時
間
…
午
後
２
時

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

  1（木） 1 歳 6 カ月児健診 13：00 ～
どぅくさぁや館

  2（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～

6（火）
 じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区
 まんげらん教室 13：30 ～ 秋名コミュニティセンター

  9（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～

どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

11（日） 秋名アラセツ行事（国重要無形民俗文化財） 早朝／夕方 秋名集落
16（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館
18（日） 龍郷町相撲大会   8：30 ～ 町相撲場
20（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区

21（水）
 たつごう在宅家族の会 13：30 ～ 肥後医院
 母子歯科相談 13：30 ～

どぅくさぁや館
23（金）

 かめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

27（火） まんげらん教室 13：30 ～ 秋名コミュニティセンター

28（水） おなかスッキリ運動教室 19：30 ～
どぅくさぁや館29（木） 歯科健診 13：00 ～

30（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～
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電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

8
August
2016

主
な
活
動

　

関
西
地
方
の
龍
郷
町
出
身
者
で
作
る
各

校
区
会
（
戸
口
会
・
大
勝
会
・
赤
徳
会
・

龍
瀬
会
・
龍
安
会
・
円
会
）
へ
の
参
加
、

関
西
龍
郷
会
の
合
同
開
催
、
関
西
奄
美
会

へ
の
役
員
出
席
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

龍
郷
町
へ
の
想
い

　

島
を
離
れ
て
昭
和
43
年
に
大
阪
府
警
察

官
に
な
り
ま
し
た
。
交
通
検
問
等
で
運
転

免
許
証
の
提
示
を
求
め
る
と
本
籍
地
が
鹿

児
島
県
大
島
郡
の
「
島
ン
チ
ュ
」
を
多
く

見
か
け
ま
し
た
。「
運
転
手
さ
ん
、
俺
も

大
島
龍
郷
や
で
、
キ
バ
リ
ン
シ
ョ
リ
ヤ
」

と
話
し
か
け
る
と
「
ウ
ガ
シ
ナ
ー
」
と
懐

か
し
そ
う
に
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
ま
し

た
。
私
は
今
で
も
「
シ
マ
グ
チ
」
を
大
切

に
思
い
、
各
校
区
で
お
会
い
す
る
先
輩
方

と
の
シ
マ
グ
チ
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。　
　
　
　

  　
　

執
筆
：
吉
田　
廣
巳

関
西
秋
名
嘉
渡
郷
友
会

　

関
西
秋
名
郷
友
会
が
昭
和
51
年
に
発

足
、
昭
和
59
年
に
嘉
渡
郷
友
会
と
の
統
合

で
関
西
秋
名
嘉
渡
郷
友
会
と
名
称
を
変
更

し
、
今
年
に
第
40
回
記
念
総
会
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
龍
郷
町
」
の
出
身
者
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
郷
里
の
心
を
胸
に
活
動
す
る
郷
友
会
を
紹
介
し
ま
す
。

⑩

吉田 廣巳
（嘉渡出身）

【会長】

第 40 回記念関西秋名嘉渡郷友会総会にて

  みやした　わくも　　　　

Ｈ 27. 8. 26　生

父 直也 / 母 和子 浦

宮下 和雲 くん

とよやま　  あおと　　　　

Ｈ 27. 8. 18　生

父 浩康 / 母 彩子 手広

豊山　蒼斗 くん

 いけ　　きらら　　　　

Ｈ 27. 8. 26　生

父 陽喜 / 母 くらら 中戸口

池　姫星 ちゃん

満一歳になりました。

この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。


